
■ 2019 年度入試問題　数学　　　（50 分　　満点：100 点）

1 次の問いに答えなさい。

（1）　次の計算をしなさい。

−（− 3）3 ＋（− 32）＋（− 2）5 −（− 4）2

（2）　次の計算をしなさい。

（3）　次の計算をしなさい。

（4）　次の計算をしなさい。

（5）　次の式を因数分解しなさい。

（a ＋ b）2 ＋ a ＋ b

2 次の問いに答えなさい。

（1）　y は x に反比例し、x ＝− 3 のとき、y ＝ 4 である。

このとき、y を x の式で表しなさい。

（2）　　　　　　　　　　　　　　を小さい方から順に並べなさい。

（3）　啓くんは 7 時 21 分発の電車に乗るために、家を 7 時ちょうどに出発しました。駅まで

2km の道のりを時速 4km で歩いていましたが、途中からこのペースで歩いていると電車

に間に合わないと思い、時速 12km で走り始めました。その結果、発車時刻の 1 分前に

駅に着きました。啓くんは 7 時何分から走り始めましたか。

（4）　1 から n までの連続する自然数の和は、　　　　　　で求められる。

1 からある自然数までの和が 136 であるとき、ある自然数を求めなさい。

（5）　∠ B ＝ 90°である直角三角形 ABC において、AB ＝ 8、CA ＝ 12 であるとき、

BC の長さを求めなさい。
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3  にあてはまるものを答えなさい。

「連続する 2 つの奇数の平方の差は、8 の倍数である」ことを証明します。

例えば、5 ２− 3 ２＝ ① 、9 ２− 7 ２＝ 32 は 8 の倍数であることが分かるが、
これらの例をいくつかあげて、確認できたところで証明しているとはいえない。

どのような場合でも成り立つことがいえないと証明にはならないので、以下のように進めてい

く。

〈証明〉

連続する 2 つの奇数を小さい方から順に整数 n を用いて、

2n − 1、 ② とおく。
平方の差は

（ ② ）2 −（ ③ ）2 ＝ ④ となり、

n は整数であることから、連続する 2 つの奇数の平方の差は ⑤ であることが証明できた。

4 右の図の△ ABCで、辺 AB、ACの中点をそれぞれ
M、Nとし、BNと CMの交点を Gとする。

△ ABCの面積が 60cm2 であるとき、

次の問いに答えなさい。

（1）△ AMNの面積を求めなさい。

（2）△ GMNの面積を求めなさい。
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5 2 つのビーカー A、B があります。はじめにビーカー A には濃度 20％の食塩水が 100g、ビーカー
B には真水が 100g 入っています。

いま、次のような①、②の 2 つの操作を続けて行うことを、「食塩水の入れ替えを 1 回行った」

と表現します。

①：ビーカー A から食塩水を 25g 取り出し、ビーカー B に入れてよくかき

　　混ぜる。

②：①の後、ビーカー B から食塩水を 25g 取り出し、ビーカー A に入れて

　　よくかき混ぜる。

次の問いに答えなさい。

（1）食塩水の入れ替えを 1 回行ったとき、ビーカー A の食塩水の濃度を求めなさい。

（2）食塩水の入れ替えを 2 回行ったとき、ビーカー A の食塩水の濃度を求めなさい。

（3）この食塩水の入れ替えを何回か行ったときのビーカー A の食塩水の濃度を a％、ビーカー

B の食塩水の濃度を b％とするとき、食塩水の入れ替えを行った回数に関係なく a ＋ b の

値は同じになる。

その理由を文章で答えなさい。

6 右の図のように 2 つの放物線 y ＝ x2…①、
y ＝　　x2…②があります。

また、点 A、B、C、Dは①、②の放物線上にあり、

線分 AB、DCは x 軸と、線分 AD、BCは y 軸と

それぞれ平行です。点 Aの x 座標が a であるとき、

次の問いに答えなさい。

ただし a ﹀ 0 とする。

（1）点 Cの座標を a を用いて表しなさい。

（2）四角形 ABCDが正方形になる場合、a の値を求めなさい。

（3）（2）のとき、四角形 ABCDが x 軸の回りを 1 回転してできる立体の体積を求めなさい。
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（1） 16%

（2） （2） 13.6%

（3） 7 時 15 分

（3）

操作後の食塩水は、ビー
カー A、B ともに 100g な
ので、濃度は食塩の重さ
に等しく、食塩の合計は
変わらないから。
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